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第１０６期 決算報告 ： サマリー

受注高・営業利益は大幅増加、繰越工事の期ずれの影響により売上高が減少。

受注高 40.6%増加 ↗
5,694百万円

営業利益 74.5%増加 ↗
258百万円

売上高 14.0%減少 ↘
4,900百万円

事業動向 ↗

• 再生可能エネネルギーの高圧変電所工事の新規受注
• 太陽光発電所の自営線工事の新規受注を達成

• 太陽光発電所の工期ズレの影響
• 一昨年度からの繰越工事が少ない影響
• 特高発電所は順調に推移

• 電力部門の工事の進捗による増益
• 設備部門の利益率の改善
• 販管費の削減効果

• 東北地区の基幹送電線の本格稼働
• 設備工事の選別による利益率確保
• M&A、VC投資による新規収益の拡大
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第１０６期 決算報告 ： 受注高状況

特高変電所・自営線工事の受注などにより、前年同期比40.6％増。

40.6% UP

（百万円）
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第１０６期 決算報告 ： 売上高状況

繰越工事の減少分の影響により、前年同期比14.0％減。

14.０% DOWN
（百万円）
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第１０６期 決算報告 ： セグメント別の売上高

電力部門は順調に推移。設備部門は繰越工事の減少が継続しており、絶対額・
構成比率ともに低下。

売上高

5,700百万円

売上高

4,900百万円
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第１０６期 決算報告 ： 営業利益の状況

利益率の改善と販管費の削減などの効果が上がり、前年同期比74.5%増。

（百万円）

74.5% UP



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   9

148

258
16

24

70

0

50

100

150

200

250

300

105期 要因① 要因➁ 要因③ 106期

第１０６期 決算報告 ： 営業利益の増減要因（前年同期比）

売上総利益の増加、利益率の改善、販管費の削減により営業利益が増加。

（百万円）

要因① 売上総利益の増加 全体では減収だが、利益率の高い電力部門の増収により売上総利益が増加

要因② 利益率の上昇 特別高圧変電所工事における採算改善等により、設備部門の利益率が上昇

要因③ 販管費の減少 建物管理・清掃部門を中心に経費を削減
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第１０６期 決算報告 ： 107期（2022年9月期）業績予想

受注高の増加、売上高・営業利益については2021年11月12日の公表値：増
収増益の達成を目指します。

（百万円）
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第１０６期 決算報告 ： 107期（2022年9月期）業績予想

(百万円)
2021年9月期

(実績)
2021年9月期

(予想)
前期末比増減額 前期末比増減率

売上高 4,900 6,860 +1,960 +40.0%

（内)本体
東京管理
岩井工業所

4,316
584

0

5,293
584
981

+977
+0

+981

+22.6%
+0%
ー

営業利益 258 377 +119 +46.1%

経常利益 259 327 +68 +26.4%

当期純利益 175 261 +86 +49.1%

EPS(円) 27.5 41.0

ROE(%) 7.2 10.0

1株配当金(円) 5.0 5.0
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第１０６期 決算報告 ： 株主還元について

人材・DX・研究開発への投資拡大を図りつつ、安定的な配当を継続します。

2021年9月期の期末配当は、

当期の業績予測を踏まえ、

前期同様1株当たり5円00銭を予定。

2016年9月期より導入。毎年9月末の株主名簿に記載
された100株以上保有の株主様が対象。

１株当たり配当金額
5円00銭

株主優待制度
Quoカード贈呈

および
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主なトピック ： 2021年９月期は全現場で無事故・無災害を達成

「現場第一主義」の精神により、全社一丸で現場工事をサポートしています。

令和4年度（107期）安全衛生大会の様子（2021年11月）宮城県で施工した変電所
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主なトピック ： 電力広域ネットワークプロジェクトが始動

電力広域的運営推進機関が進める基幹送電線（新設・増強）の測量・調査工事
を受注、今期の本体工事の受注に向けて準備を進めております。

電力広域運営推進機関 「東北東京間連系線に係る広域系統整
備計画の策定について」 2021年5月19日

東北東京間連系線に係る広域系統整備計画

イメージ写真
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主なトピック ： 同業の送電工事会社（岩井工業所）の全株式取得

慢性化する人員不足に対応するするため人員の拡充、高水準の需要に対応す
る体制の強化を図ります。 （９月３０日全株式取得完了）

会社名 株式会社 岩井工業所

代表者 代表取締役 柳 智弘

設立年月日 1962年（昭和37年）6月1日

資本金 4,000万円

従業員数 30名

所在地
〒702-8026
岡山県岡山市南区浦安本町171-7

資格技術者、高所作業員、主要顧客とのリレーション
を活用、共同営業体制、人材交流等によるシナジー
を拡大
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主なトピック ： M&Aの強化：空調設備工事会社(ユウキ産業)を子会社化

顧客リレーションの強化、共同営業体制の構築による業容拡大へ（12月1日全
株式取得完了）

会社名 ユウキ産業株式会社

代表者 代表取締役 紀ノ岡伸行

設立年月日 昭和45年7月29日

資本金 1,000万円

従業員数 12名

所在地
〒558-0011
大阪府大阪市住吉区苅田8丁目11番15号
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主なトピック ： テクノロジー起業への資本参加

CVC（コーポレート・ベンチャー・キャピタル）を立ち上げ、オープンイノベーショ
ンによる新たなビジネス機会を創造します。(11月１５日部分株式取得完了)

株式会社SIRCへの資本参加 (https://sirc.co.jp/)

• 辻本浩章大阪市立大学名誉教授による大学発のベンチャーとして設立

• 磁性薄膜デバイスを活用した電力センサ、角度センサなどの開発、省エネルギーソリューション

• 日本戦略投資、SMBCベンチャーキャピタル、みずほキャピタル、関西電力 VC、東京ガス、関電工

などもSIRCに出資
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主なトピック ： 東証スタンダード市場を選択

202２年４月より東証スタンダード市場にて成長を加速させます。

・東証スタンダード市場の要求基準を
すべて達成
・改定コーポレート・ガバナンスコード
の整備を完了
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主なトピック ： 「第一回ラインマンに関する認知度調査」の実施

送電業界のパイオニア企業として、人手不足など業界全体での課題の洗い出し、
認知度向上に努めます。

ラインマンに関する年代別認知度

ラインマンに持つイメージについて
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主なトピック ： 現場DXツールの活用拡大

IT導入補助金の採択が決定、現場DXツールを拡大させ、建設現場での生産性
向上を加速させます。

Photoruction社が提供する現場ツールを現場に導入

• 生産情報の一元管理
とリアルタイム共有

• 写真管理をシンプル

• 図面管理の効率化

など
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商号： サンリット・シードリングス株式会社

設立： 令和２年（2020年）１月

代表： 代表取締役CEO 小野曜

事業： 生物群集及び生態系の診断に基づくコンサルティング

主なトピック ： 環境に配慮した太陽光発電の設計・施工事業を開始

国内初、太陽光発電所における「生態系リデザインTM」事業を開始。発電を行い
ながら未来の生態系を創ります。

京都大学発ベンチャー企業と提携

東樹宏和 京都大学准教授 創業者 兼 取締役CSO

「生態系リデザインTM」とは
”いまある生態系”の性状を、生態学的知見から把握。
特に、植物と微生物との共生関係に着目し、「いまあ
る生態系」における土壌の微生物叢の状態を参考に、
その生態系の価値を高めることができる植生をバッ
クキャスト思考で設定。土着の微生物を活用した土づ
くりや植栽を行うことで、設定した生態系を科学的に
誘導すること。

日本学術振興会特別研究員（SPD；産業技術総合研究所）、京都大学白眉セン
ター特定助教、同人間・環境学研究科助教、スタンフォード大学生物学部
Visiting Scholar、科学技術振興機構さきがけ研究者（兼任）等を経て京都大
学生態学研究センター准教授（現職）。日本生態学会理事。受賞歴・称号に日本生
態学会宮地賞、文部科学大臣表彰若手科学者、京都大学白眉研究者、HFSP 
(Human Frontier Science Program) Awards 2019等。
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主なトピック ： 再生可能エネルギー施設を自社保有

自らで再生可能エネルギーを開発・保有することで、収益の安定化に努めます。

保有した太陽光発電所の概要
所在地：福岡県うきは市
発電パネル容量：1,921.38kW
発電設備の出力：1,500kW
売買契約：２０２１年5月
売電開始：２０２１年8月（20年間固定買取制度）

脱炭素ゼロ社会の実現のために、再生可能エネルギー
の導入拡大は不可欠

経済産業省 資源エネルギー庁 「2050年カーボンニュートラル
の実現に向けた検討」 2021年１月２７日資料

脱炭素化社会の実現に向けて

再生可能エネルギーの拡大
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主なトピック : 建設業働き方改革を推進

建設業働き方改革加速プログラムを推進。スピーディーな意思決定を図り、環
境の変化に柔軟に対応していきます。

社内環境働き方改革

建設業働き方改革加速プログラム
(2024年4月より)
１ 長時間労働の是正
２ 給与・社会保険
３ 生産性向上

国土交通省 「建設業働き方改革加速化プログラム」 資料より

経営企画室、広報室、DX推進課、O&M課新設

社内公募制度の導入

取締役会のオンライン化

テレワークの積極的な推進

通年オフィスカジュアルの導入

電子署名の推進

社員金融プログラムセミナー開催

資格取得報奨金増額

社内本棚の設置 など
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事業環境と成長戦略 : ETSの６つの“強み”

長い歴史で鍛え上げた経験と実績を活かして、成長戦略を遂行。

1 32

4 5 ６

ハイレベルな技術者

マスターラインマン受賞

大手電力会社との取引実績

鉄塔嵩上げ装置（特許取得済）

独自の開発技術

電力会社ごとの仕様に応じた対応

測量から施行まで一貫体制 豊富な施工実績 世界企業との協業

送電線架線工事の様子 大規模太陽光発電の工事
カナディアンソーラー社前CEOと

当社元取締役
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事業環境と成長戦略 : 取り巻くの９分野での「成長の機会」

成長分野へ集中的に経営資源を投下し、事業の拡大を図ります。

既存領域
（受注拡大の機会）

新規領域
（新たな受注機会）

電力事業
① 送電線の老朽化
② 送電線の広域連携強化
③ 送電線の複線化

⑤ 洋上風力発電所

設備事業
④ 特別高圧変電所・自営線
・EPC工事
・内線工事

⑥ 次世代通信・５G関連工事
⑦ RE100/自家消費案件
⑧ 再エネ投資・開発

イノベーション ⑨ 建設DXの推進



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   28

事業環境と成長戦略 : 分野① 送電線の老朽化対策

老朽化に伴う更新需要を確実に取り込みます。

・2020年６月 エネルギー強靭化法＊ 成立

・2022年４月 エネルギー強靭化法 施行

既存設備の計画的な更新

送配電設備の老朽化の程度を把握し、送配電設備の計画的な更新

を求める制度を整備

経済産業省資源エネルギー庁「今後のエネルギー政策の展開ーエネルギー強
靭法成立を背景にー」資料より

2019年台風15号により倒壊した鉄塔の状況

2019年台風１５号における 鉄塔及び電柱の損壊事故調査検討 ワーキング
グループ 中間整理（案） 2019年11月29日 経済産業省 産業保安グループより
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（参考）地域間連系線の現状と増強計画

経済産業省資源エネルギー庁 「電力ネットワークの次世代化」資料より

事業環境と成長戦略 : 分野② 送電線の広域連携の強化

2021年中に『地域間連系線の増強工事』に着手します。

北本連系線

（工事費用約430億円）

東北東京間連系線

（工事費用約1530億円）
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事業環境と成長戦略 : 分野③ 送電線の複線化対応

次世代送電ネットワーク構築に工事部分で関与を始めました。

経済産業省資源エネルギー庁 「電力ネットワークの次世代化」資料より

(参考)マスタープランに基づく送電ネットワークの強靭化

経済産業省資源エネルギー庁 「電力ネットワークの次世代化」資料より

・再エネの大量導入
に対応しつつ、レジ
リエンスを抜本的に
強化。

・再エネ適地と需要
地を結び、再エネ導
入を図る。

・全国大での送電
ネットワークの複線
化を進めていく。



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   31

需要家
特別高圧・高圧変電所、自営送電線

再エネ発電所

事業環境と成長戦略 : 分野④ 特別高圧変電所・自営送電線工事

参入障壁の高い『特高変電所』や『自営送電線』での受注を増やします。

電力会社送電網

当社施工例

高度なノウハウ・経験が必要となるため、差別化要因となっている。
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事業環境と成長戦略 : 分野⑤ 洋上風力発電所

長期間を要する洋上風力発電に対し、早い段階での提案型営業を行うことで
将来の収穫できる体制を整えます。

洋上風力は、計画から稼働まで数年〜10数年必要 → 早い段階での提案型営業を実施

政府の導入目標：2040年に最大4,500万ｋW
（原発４５基分相当）

経済産業省資源エネルギー庁「洋上風力産業ビジョン」資料より
（2020年12月15日）左上・下図

イメージ
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事業環境と成長戦略 : 分野⑥ 次世代通信・５G関連工事

コロナ禍で拡大する次世代通信工事・ 5G基地局工事の受注を図ります。

５G活用で遠隔医療の需要拡大 GIGAスクール構想の加速化

基地局

ローカル5Ｇ

WI-FIコアシステム

学校コア設備

遠隔監視

サービス

医療の変革 教育の変革

ナビック社との業務提携契約を締結(2019年5月27日)
(1)第5世代移動通信システムの基地局設置工事における協業
(2)病院、学校、ホテル、オフィスなどのＬＡＮ環境構築分野工事の協業
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再生エネルギー発電事業者
（特別目的会社）

金融機関 工事会社 保守管理会社

大手企業・需要家

PPA
（電力購入契約）

出

資

プ
ロ
フ
ァ
イ

融
資

E

P

C

O

&

M

小売電気事業者

所有・運営

電力供給

事業環境と成長戦略 : 分野⑦ RE100・自家消費案件

再エネ固定買取制度の終了後をチャンスとして捉え、RE100・自家消費再エネ
を提案し、お客様に付加価値を提供していきます。

自家消費・コーポレートPPA(個別電力契約)

https://go100re.jp/portfolio/re100

RE100企業は増加傾向



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   35

事業環境と成長戦略 : 分野⑧ 再エネ開発・投資

安定収益の確保とRE100の実現のために、再エネ施設を自らも保有していき
ます。

再エネ開発の各段階

初期段階

• 土地の選定

• 経済性検討

• 発電シュミレー
ション

開発段階

• 土地契約

• 許認可取得

• 電力接続契約

• ファイナンス組成

• 地元との調整

建設段階

• 設計

• 調達

• 工事

• 地元との調整

• 電力会社との調
整

• 発電シミュレー
ション

運転段階

• 維持管理

• 資産価値向上

• レンダー対応

EPCの工事実績・培ったノウハウを開発・O&Mにも展開

• 電力会社との協議
• 発電シュミレーション
• 正確な工事費用の算定
• 地元との調整
• 許認可等の取得
• 自社施工によるコスト削減
• 建設後の保守メンテナンスなど
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事業環境と成長戦略 : 分野⑨ 建設DXの推進

業務プロセスを効率化、経営基盤基盤の強化、顧客のニーズに適応するビジネ
スモデルの提供、付加価値の向上を実現させてまいります。

営業
積算

設計 施工
検査
検収

保守
メンテ

会社全般（インフラストラクチャー）

人事・総務・財務・経理・調達

人材開発・R&D・新規投資

支
援
活
動

主
活
動

当社の進めるデジタル・トランスフォーメーション(DX)戦略

Cloud

AI

IoT

Big

Data

Robot

5G



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   37

事業環境と成長戦略 : ETSの人材育成プログラム

入社時から社員の成長をサポート、キャリア育成、プロフェッショナルを育てま
す。

『ETSの人材育成（一部）』

・現場安全教育

・定期ストレスチェック

・リーダー研修
（プロフェッショナリズム研修）

・交通安全教育
（地元警察と連携）

・資格取得支援制度

・先輩社員メンター制度

・上司フィードバック制度
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事業環境と成長戦略 : 次世代の働き方についての検討

ICT、IoT、データサイエンスを活用し、深刻な技能者不足の問題などを解決し
ていきます。

電工業界の第1種電気工事士は、2022年にかけて60才以上の大量退職が予測され、
年率約4.5%の減少傾向。2045年には約2万人程度の人材不足となる可能性がある

電気工事完工高を

2045年で2015

年比で25％減を

仮定した減少量
約33,000

約△54,000

約△21,000

必要な第１種電気工事士数

電工業界の第１種電気工事士数 大量退職するため約4万
人の人材不足が生じる

必要な第1種電気工事士数
電工業界の第1種工事士数

⚫ ICT（情報通信技術）やIoT（モノ

のインターネット）を基盤とした情

報資源の適切な収集・分析・管理

およびデータサイエンスを活用。

⚫ SNSマーケティングによる人材

獲得の開始

Cloud

AI

IoT

Big

Data

Robot

5G
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事業環境と成長戦略 : SDGｓ x ETS

持続可能な地球を次世代へ繋ぐため、エネルギー問題の解決・脱炭素化社会に
向けて貢献して参ります。

再生可能エネルギー発電の推進 省エネルギー提案
地域環境への貢献

（SDGs未来都市with豊島区）

具体的な取り組み

ETSが取り組んでいるSDGs
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パラリンアートとパートナー契約を締結

事業環境と成長戦略 : CSR活動について

パラリンアート（一般社団法人障がい者自立支援機構）のパートナー企業として、
社会的責任を積極的に貢献しています。

障がい者アーティストが社会保障に依存せ

ず、民間企業・個人の継続協力で障がい者支

援できる社会貢献型事業。

（左：セイン・カミュ理事、右：当社元取締役）

桜の咲く頃(my-toshi)

THIS IS JAPAN
(倉持智行（ＴＯＭ）)青い鳥(渋谷ひろ子)
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Ⅰ 第１０６期（2021年９月期）決算報告

Ⅱ 主なトピック

Ⅲ 事業環境と成長戦略

Ⅳ 基本情報



ETS Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved   

商号 株式会社ETSホールディングス
（英文名 ETS Holdings Co., Ltd.）

代表者 代表取締役社長 加藤 慎章
創業 1922年(大正11年)2月
設立 １９３５年（昭和10年）12月
資本金 9億8,966万円
役員 代表取締役社長 加藤 慎章

取締役 榊原 範昭
取締役 宮沢 忠彦（社外取締役）
取締役 山本 修三（社外取締役）
常勤監査役 佐藤 隆
常勤監査役 吉野 寛記
監査役 佐野 洋二（社外監査役）
監査役 髙橋 昭夫（社外監査役）

従業員数 127名（2020年3月31日現在）
決算 毎年9月30日（年1回）
株式 東京証券取引所ジャスダック市場
主な加盟団体 （一社）日本経済団体連合会

（一社）送電線建設技術研究会
（一社）日本鉄塔協会
（一社）日本電気協会
東京都電気工事工業組合
（一社）日本電設工業協会
（一社）東京都電設協会
（一社）大阪電業協会
（一社）送電線建設協力会
（一社）東北経済連合会
特防連・地区特防協 （順不同）

事業所のご案内

本社：〒171-0022 東京都豊島区南池袋1-10-13
TEL  03(5957)7661
FAX 03(5957)7691

東北送事業本部：〒980-0022 宮城県仙台市青葉区中央3-10-19
TEL  022(226)8681
FAX 022(226)8683

石巻営業所：〒987-1101 宮城県石巻市前谷地字八幡山109番池5
TEL  0225(72)347
FAX 0225(72)3472

関西事業部：〒540-0039 大阪府大阪市中央区東高麗橋1-12
TEL  06(6136)6780
FAX 06(6136)6785

中部送電事業部：〒462-0844 愛知県名古屋市北区清水5-5-3
TEL 052(938)7291
FAX 052(938)7292

仙台機材センター：〒989-0701 宮城県刈田郡蔵王町宮字東又32-1
TEL  0224(22)8188
FAX 0224(32)2044

千代川機材センター:
〒304ー0824 茨城県下妻市村岡乙141-1
TEL  0296(45)1100
FAX 0296(45)1101

㈱東京管理 :
〒170-0013 東京都豊島区東池袋1-15-12
TEL  03(5954)7171
FAX 03(5954)8080

42

基本情報 : 会社概要
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基本情報 : 会社沿革

1922年02月 電灯電力設備ならびに送配電工事業者「山加商会」として、

東京八重洲口前旧大阪商船ビルに創業。

1948年09月 商号を「山加電業株式会社」に変更

1949年10月 仙台支社（現 東北送電事業本部）を設置

1950年03月 日本初の27.5万ボルト送電線工事北陸幹線工事を着工

1958年07月 名古屋営業所（現 中部送電事業部）を設置

1959年03月 大阪営業所（現 関西事業部）を設置

1961年05月 当時の南ベトナム共和国のダニムーサイゴン間送電線建設工事を受注し、

日本の電気工事業者として初めて海外に進出

1965年06月 日本初の50万ボルト送電線として注目された東京電力・房総線工事を受注

1974年12月 ラオスのメコン河開発事業にともなう送電線新設工事ならびに

ヴィエンチャン市内の配線、各変電所の新設・増改修を受注

1976年09月 12線路、総長900kmという送電線建設工事をイランより受注

1986年08月 光ファイバー工事を国内の電力会社より受注し、通信情報産業に

対応する技術開発を推進

１９８８年10月 日本初の100万ボルト送電線建設工事を受注(群馬山梨幹線)

1994年10月 引き続き100万ボルト送電線建設工事を受注(南いわき幹線）

1995年02月 日本証券業協会(現 東京証券取引所JASDAQ市場)に株式を上場し、

資本金を7億4,472万円に増資

1997年12月 開発事業部（現 本社送電事業本部）を新設

1998年03月 資本金を8億2,306万円に増資

2006年05月 資本金を9億8,966万円に増資

2008年07月 宮城県石巻市に石巻営業所を設置

2009年02月 タンザニア共和国ダルエスサラームに送電線建設のスーパーバイザーを派遣

2012年02月 建物管理業を営む株式会社東京管理を100%子会社化

2012年12月 本社を東京都豊島区に移転

2013年08月 鉄塔嵩上げ装置「エナーク160」を開発

2014年09月 ミャンマー国内に於ける基幹送電線工事に関わるスーパーバイザー契約を

締結及び工事実施

2015年12月 LGCNSジャパン社より、30MWの大規模太陽光建設工事を受注（福島県）

2016年06月 カナディアン･ソーラープロジェクト社より、最大45度の急勾配斜面にて

行う高難易度工事である埼玉皆野発電所建設工事を受注

２０１６年08月 鉄塔嵩上げ装置「エナーク160」の特許権を取得

２０１７年08月 仙台送電事業部（現 東北送電事業本部）を宮城県仙台市青葉区中央に移転

２０１７年12月 商号を「株式会社ETSホールディングス」に変更

２０１８年02月 一般社団法人障がい者自立支援機構とパートナー契約を締結

２０１９年05月 ナビック社との業務提携契約を締結

２０１９年06月 55MW太陽光発電所における15.4万ボルト受電の特高変電所工事 を

完工（岐阜県）

２０１９年09月 関西営業所を大阪市中央区東高麗橋に移転

２０１９年10月 中部送電事業部を愛知県名古屋市北区清水に移転

２０１９年11月 62MW太陽光発電所における15.4万ボルト受電の特高変電所工事を

完工（愛知県）



株式会社ETSホールディングス

ir@ets-holdings.co.jp

お問い合せ先


